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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月10日(2021.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記の構成によれば、可動部材とムービングプレートとを１つの部材で兼ねることがで
きるので、解除部材をムービングプレートと別に配設する場合に比べて部品点数を減少さ
せられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　図８には、レバー３５が更に回転されて、雌コネクタ１２およびムービングプレート３
８がフード部２３の後方に更に移動した状態が示される。雌コネクタ１２の雌側凹部１９
の内壁に、解除部材４７の前端部が接触している。これにより、雌コネクタ１２およびム
ービングプレート３８が後方に移動することに伴って、解除部材４７が雌コネクタ１２に
押されて後方に移動する。解除部材４７のうち雄コネクタ１１側の端部は、雄ストッパ２
７を貫通して、短絡端子２８の接触片３３に前方から接触する。雄タブ１５は接続筒部２
５の内部に挿入されている。これにより、雄端子１６と雌端子１４とが電気的に接続され
る。短絡端子２８の接触片３３は雄端子１６の上壁に接触しており、隣り合う雄端子１６
同士は、まだ電気的に短絡されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　本実施形態によれば、フード部２３内に配された雄端子１６の位置決めをするムービン
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グプレート３８に解除部材４７が配設されている。これにより、解除部材４７をムービン
グプレート３８と別に配設する場合に比べて、部品点数を減少させられる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
＜実施形態２＞
　次に、本開示の実施形態２が図１０から図１４を参照しつつ説明される。図１０に示さ
れるように、本実施形態にかかる雄コネクタ１１に設けられた雄側凹部２９の内部には、
短絡端子２８は収容されていない。本実施形態にかかる雌コネクタ１２に設けられた雌側
凹部１９の内部には、短絡端子２８が収容されている。本実施形態にかかる短絡端子２８
は、接触片３３が後方を向く姿勢で、雌側凹部１９内に収容されている。短絡端子２８が
、左右方向に隣り合う雌端子１４同士に接触することで、隣り合う雌端子１４同士が電気
的に短絡されるようになっている。このように短絡端子２８は左右方向に隣り合う雌端子
１４に接触するように設けられている。短絡端子２８は、雌ストッパ１８に後方から突き
当たることにより、前止まり状態で雌側凹部１９内に保持されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　図１１には、雌コネクタ１２がやや後方に移動した状態が示される。雌コネクタ１２と
ムービングプレート３８の本体部３９とは離間している。解除部材４７の前端部は、雌ス
トッパ１８の内部に進入している。解除部材４７の前端部は短絡端子２８の接触片３３と
離間している。雄タブ１５の先端は雌コネクタ１２と離間している。短絡端子２８の接触
片３３は雌端子１４の上壁と接触している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　図１２には、雌コネクタ１２が後方に移動して、雌コネクタ１２と本体部３９とが接触
している状態が示される。図には詳細に示さないが、雌コネクタ１２の被係合部２２はム
ービングプレート３８の係合部４２の内側に嵌り込んでいる。解除部材４７の前端部は、
雌ストッパ１８を貫通して、短絡端子２８の接触片３３に接触している。これにより、雌
コネクタ１２およびムービングプレート３８が後方に移動することに伴って、解除部材４
７が接触片３３に押されて後方に移動するようになっている。解除部材４７の後端部は、
雄ストッパ２７の内部に入り込んでいる。解除部材４７の後端部は、雄側凹部２９の内壁
と離間している。短絡端子２８の接触片３３は雄端子１６の上壁に接触している。雄端子
１６に設けられた雄タブ１５は、雌端子１４の接続筒部２５と離間している。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１３】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１４】
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